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平
成
二
十
二
年
度
高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
に
関
す
る
質
問
主
意
書

民
主
党
の
政
権
政
策
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
�
�
�
�
に
よ
る
と
高
速
道
路
は
、
原
則
無
料
化
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と

あ
る
。
さ
ら
に
政
策
目
的
と
し
て
三
つ
の
項
目
を
掲
げ
て
い
た
。
一
つ
目
に
、
流
通
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
を
通
じ
て
、
生
活
コ

ス
ト
を
引
き
下
げ
る
。
二
つ
目
に
、
産
地
か
ら
消
費
地
へ
商
品
を
運
び
や
す
い
よ
う
に
し
て
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
。
三

つ
目
に
は
、
高
速
道
路
の
出
入
り
口
を
増
設
し
、
今
あ
る
社
会
資
本
を
有
効
に
使
っ
て
、
渋
滞
な
ど
の
経
済
的
損
失
を
軽
減
す

る
。
所
要
額
は
、
一
・
三
兆
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
た
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
三
年
度
高
速
道
路
の
原
則
無
料
化
の
社
会
実
験
に
お
け
る
要
求
額
は
、
千
五
百
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二

十
二
年
度
予
算
概
算
要
求
で
は
六
千
億
円
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
千
億
円
と
な
り
、
概
算
要
求
よ
り
五
千
億
円
も
削
減
さ
れ

た
。
平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
も
削
減
さ
れ
る
見
込
み
か
、
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
通
り
に
一
・

三
兆
円
も
の
予
算
で
高
速
道
路
を
原
則
無
料
化
で
き
る
見
通
し
は
立
っ
て
い
る
の
か
明
確
に
お
示
し
頂
き
た
い
。

二

重
要
港
湾
・
拠
点
空
港
か
ら
の
物
流
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
を
実
施
し
て
い
る
が
、
重
要
港
湾
か
ら
外
れ
た
港
湾
は
、
適
用

さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
現
在
は
、
首
都
高
速
と
阪
神
高
速
を
除
く
全
国
の
高
速
道
路
を
合
計
し
て
一

万
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
無
料
化
区
間
は
千
六
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
実
施
に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
。
平
成
二

一



十
三
年
度
で
は
、
さ
ら
に
無
料
化
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
見
込
み
は
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
そ
の
実
現
ま
で
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
示
し
頂
き
た
い
。

三

国
内
貨
物
輸
送
の
九
割
以
上
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
い
て
、
高
速
道
路
の
原
則
無
料
化
は
、
国
内
物
流
へ
の
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
か
ね
な
い
。
交
通
渋
滞
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
乗
用
車
に
よ
る
占
拠
、
不
慣
れ
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通

事
故
の
多
発
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

（
一
）

平
成
二
十
二
年
四
月
九
日
に
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
関
係
の
上
限
料
金
制
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

深
夜
割
引
等
の
廃
止
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
九
割
近
く
の
利
用
者
に
と
っ
て
大
幅
な
値
上
げ
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
首
都
高
速
・
阪
神
高
速
に
つ
い
て
は
、
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
は
利
用
距
離
が
長
い
の
で
、
利

用
実
態
か
ら
見
て
約
八
割
が
値
上
げ
と
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
中
・
大
型
車
の
上
限
料
金
五
千
円
等
を
盛
り
込

ん
だ
「
高
速
道
路
の
再
検
証
結
果
と
新
た
な
料
金
割
引
」
に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る
の
か
し
な
い
の
か
。
政
府
の
見

解
如
何
。

（
二
）

深
夜
割
引
を
廃
止
す
る
の
か
見
直
す
の
か
。
ま
た
、
昼
間
割
引
、
大
口
・
多
頻
度
割
引
等
の
継
続
や
水
準
を
高
め

る
考
え
は
あ
る
の
か
。
政
府
の
明
確
な
見
解
は
如
何
。

二



右
質
問
す
る
。

三


